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The 5th Asia Pacific IAP Congress 

  

IAP日本支部会長就任にあたって 

新会長 橋本 洋 

産業医科大学医学部第一病理学 
 
 

 明けましておめでとうございます。会員

の皆様におかれましては佳き新年をお迎

えになられたことと心よりお喜び申し上げ

ます。 

 本年より３年間、諸星利男前会長を引き

継いで大役を仰せつかることになり、責任

の重大さに身の引き締まる思いであります。

どうぞ宜しくお願いいたします。 

 IAP 日本支部は 1961 年に Chicago で開

催された IAP 理事会で正式に加入を認め

られ、設立当時 66 名であった会員数（国

際病理アカデミー日本支部 25 周年記念

号, 1986 年による）は 2006 年の会員名簿

では 582 名と増加し、約 5,500 名の米国カ

ナダ、約 1,900 名のドイツ、約 1,200 名の

英国ならびにフランスに次いで 5 番目（オ

ーストラレーシアとほぼ同数）に位置して

おり、これまでの先輩諸氏のご努力により

その活動も年々盛んになってきております。 近年では、2000 年の名古屋での

IAP 国際会議の開催、2004 年の Brisbane での IAP 国際会議で牛込新一郎先生

が IAP 本部会長として大役を果たされたこと、長村義之前々日本支部会長が現

在 IAP 本部のアジア地区担当副会長として活躍されていることなど、IAP 本部へ

の日本支部からの貢献は目を見張るものがあります。 振り返りますと、私が IAP

の活動を初めて経験できたのは 1989 年に慈恵医大高木会館で開かれた第１回

日韓合同スライドカンファレンスであり、翌年 1990 年には Buenos Aires で開催さ

れた第 18 回 IAP 国際会議に初めて参加し、恩師・遠城寺宗知先生（IAP 日本支

部元会長）の代理として軟部腫瘍スライドセミナーにおいて発表する機会をいた

だきました。以後、IAP 国際会議は昨年 Montreal で開かれた IAP 設立 100 年記

念の第 26 回 IAP 国際会議まですべてを経験でき、学術的意義のみならず、文化

的な刺激に毎回感動してきました。是非ともより多くの方々が日本から参加される

よう期待しております。 IAP 日本支部の役割は IAP の本部ならびに他国の IAP

支部との密接な連絡、交流を背景に我が国の病理学の国際的活動を推進し、ま

た国内での活発な生涯教育活動も加えて我が国の病理医を育成することにある

と思います。 

 国内での活動としては、まず日本病理学会秋期特別総会の翌日に開催される

教育シンポジウムとスライドセミナーがあります。毎年多数の参加者を迎えており、

大変好評であります。役に立つハンドアウトの作成など、講師の先生方にはいろ

いろとご尽力をいただいておりますが、今後も日常の病理診断業務で関心が高

いトピックスを取り上げるよう努めてまいります。スライドセミナーで用いる症例は

多数の切片が配布用に必要とされるため供覧できる症例が制限されることもあり、

経済的に許されればバーチャルスライドを使用する可能性も今後検討すべきで

あると考えております。 



更にもう一つの重要な国内の活動としては2000年より、
米国のSteven G. Silverberg教授と長村前々会長のお二人
がCourse Directorsとなり、毎年初夏の湘南国際村（神奈川
県葉山市）で開かれているSurgical Pathology Updateがあり
ます。約50名の参加者（申し込み先着順）が3日間合宿して、
納得行くまで活発に質問・討論が行われます。夕食後は講
師の先生方と一緒にグラスを片手に楽しい話題で盛り上が 
り、昼間の勉強のみならずこちらも大変好評であります。
2003 年よりタイ、マレーシア、モンゴルなど、他のアジア諸 
国から数名の病理医が受講者として招待され、より国際的
になってきました。今年は 6 月 22-24 日に米国より
Silverberg 先生と Henry Appleman 先生を迎えて、婦人科と
消化管の病理がテーマとなる予定であります。奮ってご参
加下さいますようお願いいたします。 
 IAP 国際会議以外での外国との交流の場としては、まず
USCAP (United States and Canadian Academy of 
Pathology) があります。この学会での教育システムはこの
上なく程度が高く、また凄まじいほど徹底しており、私はこ
の 8 年間欠かすことなく参加して参りました。年々日本から
の参加者が増えていますが、これから日本の外科病理学を
担っていく多くの病理医が積極的に参加されることをお勧
めします。 

一方、アジア・パシフィックの各支部との交流も極めて重
要であります。今年は 5 月 27-31 日に Singapore で開かれ
る第 5 回 Asia-Pacific IAP Congress（日本、韓国、オースト
ラレーシア、香港合同会議⁄JKAHK Conjoint Meeting より
発展した学術会議）と 10 月 26,27 日に決定した韓国の
Cheju 島での第 10 回日韓合同スライドカンファランスがあり
ます。毎回熱心な討論が行われ友好を深めてきていますが、
両国の素晴らしい景観とおいしい料理も楽しみに日本から
多数参加されることを期待しております。また昨年 11 月 18
日に台北の台湾大学病院で第１回日台合同スライドカンフ
ァレンスが開かれ、活発な討論が行われ、暖かいもてなしを
受けました。日韓合同スライドカンファレンス同様に隔年で
開催されることが決まり、次回は来年、福岡での会を予定し
ております。末長く交流が継続することを祈っております。 
 もとより私の経験および能力は微々たるものでありますが、
諸星利男前会長、松原修次期会長、牛込新一郎本部前会
長、長村義之前々会長（IAP アジア地区担当副会長）、根
本則道常任幹事、内藤善哉教育委員長および各理事の先
生方からご指導・ご鞭撻を頂きながら、IAP 日本支部活動
がこれまで通りに楽しく明るく、益々発展できますよう努める
所存でありますので、会員の皆様には何とぞ宜しくご支援
のほどをお願い申し上げます。 
⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔ 

2007年度第1回IAP日本支部理事会議事録 
日時：2月9日（金）16：00-18：00 
場所：品川プリンスホテル・新館38Ｆ味街道53次の個室、
電話03-3440-1111 
出席者：橋本、諸星、長村、根本、内藤、真鍋、佐野、清
水、野島、吉野、白石、岩崎、山邉、加藤、松原、家守 
欠席者：中里、中村、牛込 
議題について 
報告事項： 
１．2007年度役員・理事・各種委員会の確認 
２．今年度の活動予定 
・第１回理事会: 2月9日（金）品川プリンスホテル 
・第２回理事会: 3月13日（火）大阪 
・第96回USCAP定期総会: 3月24-30日  San Diego 
  Japan Night in Atlanta 3月27日（火）19：00-  

場所は掲示板で 
・第3回APSMI 5月27日Singapore 

・5th Asia Pacific IAP Congress 5月27-31日Singapore 
・SPU2007 6月22-24日（金 - 日）湘南国際村 
・IAP 日本支部・病理診断学術奨励賞募集8-9月 
・理事指名委員会:  9-10月 
・理事選挙:  9-10月 
・第10回日韓スライドセミナー10月26-27（金-土） 

チェジュ島にて 
・第３回理事会: 12月6日（木）東京医大主催 
・12月７日（金）夜に都内でパーティ形式で表彰式 
・IAP教育シンポジウム、12月8日（土）国立オリンピック村 
  スライドセミナー、総会、IAP 日本支部・病理診断学
術奨励賞発表 
３．The 96th Annual Meeting of USCAP, San Diego 
 Japan Night in San Diego 3月27日（火）19：00-  

場所は掲示板で 
４．5th Asia Pacific IAP Congress, Singapore 
May 27-30,2007, Raffles City Center 
  www.ams.edu.sg/iap2007  
3rd Asia-Pacific Society for Molecular Immunohistology 
(APSMI)   On May 27  Raffles City Center  
Congress President: Robert Y. Osamura, MD 
Japanese Council: Takako Kiyokawa, MD 
日本から、内藤善哉先生、佐野壽昭先生、鷹橋浩幸先生
が演者として参加。 
５．Surgical Pathology Update (SPU) 2007 
日程は6月22-24日、テーマはGYN and GI Pathology 
Facultyは、Dr. Silverberg, Dr. 清川（慈恵医大）  GYN、
中でも卵巣関連か。Dr. Henry Appleman, Dr. 加藤（癌
研）、Dr. 田久保（都老人研） GI 
趣意書を各理事・役員へ渡し、寄付・広告を企業にお願
いしていただくこととした。 
審議事項： 
１．秋の教育セミナー：スライドセミナー 
アンケートの集計が内藤教育委員長から話され、審議の
結果、2007-2009年のテーマと講師は、１）Dr. 吉野 正：
悪性リンパ腫（仮題）、２）Dr. 加藤良平：甲状腺腫瘍、新
WHO分類を中心として（仮題）で調整することとなった。 
２．秋の教育セミナー：教育シンポジウムのテーマ 
アンケートの集計が根本常任幹事から話され、審議の結
果、「皮膚炎症性疾患」（仮題）となり、moderatorをDr. 清
水道生にお願いすることとなった。 
３．第10回日韓スライドセミナー 
      10月26-27（金-土）チェジュ島 
４．Award Committeeから 
山邉委員長から、Award Committeeで慎重審議の結果、 
 IAP 日本支部・功労賞：桜井 勇先生、浅野伍朗先生 
 IAP 日本支部・Silverberg病理診断教育賞：下里幸雄
先生、菊池昌弘先生 
を推薦したい旨の話があり、審議の結果、決定した。なお、
秋の教育セミナーの前日に表彰式を考えようということに
なった。 
５．その他 
１）2006年IAPスライドセミナーの反省点 
２）秋の教育セミナー2008年 愛媛大学 
６．次回の理事会（平成19年度第2回）総会第1日目3月
13日のお昼。大阪 

⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔ 

IAP 日本支部の賞のカテゴリーと既受賞者 
１）IAP 日本支部・功労賞 
  受賞資格：IAP 日本支部会員 
  受賞対象：長年の IAP 日本支部の発展への貢献 



  USCAP の The F K Mostofi Distinguished Service 
Award に相当 
  選考は理事会による 
  --->赤木忠厚、丸山孝士、牛込新一郎、 

今回（桜井 勇、浅野伍朗） 
２）IAP 日本支部・Silverberg病理診断教育賞 
  受賞資格：IAP 日本支部会員 
  受賞対象：長年の病理診断学の教育への貢献 
  USCAP の The Distinguished Pathologist Award に相
当 
  選考は理事会による 
  --->今回（下里幸雄、菊池昌弘） 
３）IAP 日本支部・病理診断学術奨励賞 
  受賞資格：若手（４０才未満）の 病理医 
  受賞対象：前年に公表された診断病理分野における
優れた英文業績（１編） 
  USCAP の The Benjamin Castleman Award に相当 
  選考は特別委員会による  
  最大３名 副賞１０万円 
 --->黒田直人、小田義直、三上芳喜（2002） 
    相島慎一、森谷鈴子、長尾俊孝（2003） 
    久岡正典、蒲池綾子（2004） 
    山元英崇 全   陽（2005） 
    加留部謙之輔（2006） 
４）IAP 日本支部・特別功労賞 
  受賞資格：IAP 日本支部会員以外の IAP 会員 
  受賞対象：長年の IAP 日本支部の発展への貢献 
  選考は理事会による 
 --->Jack P. Strong, Robin A. Cooke, Moon-Ho Yang, 
Phillip W. Allen, Steven G. Silverberg 
５）IAP 日本支部発足４０周年記念特別賞 
  受賞資格：元 IAP 日本支部会員役員 
  受賞対象：発足初期の IAP 日本支部の発展に貢献 
  選考は理事会による 
 --->江頭靖之、石川栄世、福田芳郎、遠城寺宗知、 

鈴木 実、町並陸生 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Surgical Pathology Update 2007(IAP) 

参加者募集 
 

 IAP 日本支部では国際的基準(G1obal standard)に基づく
病理診断医(Surgica1 Patho1ogists)の育成と米国を中心と
した外国の著名な病理医との交流をめざすことを目的に、
全国から希望者 50 名を募り 2 泊 3 日の合宿（湘南国際村
センター、神奈川県三浦郡葉山町上山口 1560-39）により、 
米国から招聘した専門分野の講師および日本側の Faculty
と共に講義実習を行う SPU を 2000 年から行っています。 
 
 今年の日程は 6 月 22 日（金）から 24 日（日）で、Course 
Director は Mary1and 大学の Steven G. Si1verberg 教授と
東海大学の長村義之教授が務めます。 
 

今年のテーマは、「GYN の病理と GI の病理」で、Faculty
は Si1verberg 教授、Michigan 大学の Henry D. Appleman
教授、癌研究会癌研究所の加藤 洋先生、東京都老人総
合研究所の田久保海誉先生、慈恵医大の清川貴子先生
にお願いしています。2 泊 3 日の合宿により、スライド鏡検を
中心とした実習と解説を行い、関連分野の最近のトピックス
の講演も行う予定です。 

なお、社団法人日本病理学会の後援を受けており、病
理専門医資格更新の際 10 単位が得られます。 

 

Henry D. Appleman 教授 (現 USCAP 会長) 
 

 参加費は IAP 会員が 45,000 円、非会員が 55,000 円で、
宿泊費、会場費、食事代、事前の病理ガラススライド配付、
当日のハンドアウトなどを含みます。例年 SPU は大変好評
で、今回も多数の希望者が予想されます。受付けは去年同
様に先着順とさせていただきます。セミナーの講堂の広さと
椅子に限りがあるため 50 名の定員とさせていただきます。
希望されても参加者に登録できなかった方にはスライドセッ
トとハンドアウトが余れば、優先的に有償でお譲りしようと思
います。毎回登録をめぐり、スライドセットとハンドアウトの有
償配布で若干のトラブルが生じ事務局も心苦しいかぎりで
すが、どうかご理解下さい。 
 参加希望者は、氏名、年齢、性別、所属、連絡先（住所、
電話、FAX、e-mail）、IAP 日本支部会員か非会員、日本病
理学会会員か非会員を明記の上、e-mail（またはファック
ス）で申し込んで下さい。なるべく e-mail でお願いしたいと
思 い ま す 。 連 絡 は FAX ： 04-2996-5193 、 e-mail ：
matubara@ndmc.ac.jp です。 
IAP 日本支部 SPU 事務局：松原 修（防衛医大病態病理） 

wwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwww 
平成 19 年度 IAP 日本支部理事・役員 

会長            橋本  洋 
前会長          諸星 利男 
次期会長         松原  修 
本部前会長        牛込新一郎 
SPU Course Director 兼 

前々会長       長村 義之 
常任幹事        根本 則道 
教育担当        内藤 善哉 
理事           真鍋 俊明 
理事           佐野 壽昭 
理事           清水 道生 
理事           野島 孝之 
理事           吉野  正 
理事           白石 泰三 
会計監事        岩崎  宏 

IAP 日本支部理事指名委員会 
委員長          諸星 利男 
副委員長        長村 義之 
委員           中村 栄男＊ 
委員           岩崎  宏 
委員           中里 洋一＊ 



IAP 日本支部・病理診断学術奨励賞選考委員会 
委員長          佐野 壽昭 
副委員長        山邉 博彦＊ 
委員           野島 孝之 
委員           吉野  正 
外部委員（日本病理学会から） 
           坂元 亨宇（慶應義塾大学） 
外部委員（日本細胞学会から） ？ 
事務局として、常任幹事 根本則道 

Award(賞)委員会（学術奨励賞以外） 
委員長           山邉 博彦 
副委員長          橋本  洋 
委員             牛込新一郎 
委員             加藤  洋＊ 
委員             松原  修 
＊理事会に出席してもらう役員 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 
岩崎 宏先生ご苦労様でした 
 先生には理事として2004-2006年、ＩＡＰ日本支部・学術
奨励賞選考委員長などのご貢献ありがとうございました。今
年度は会計監事、理事指名委員として、引き続きIAP日本
支部のためによろしくお願いします。 
∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 
中里洋一先生有難うございました 
 先 生 に は 理 事 と し て 2004-2006 年 、 1992-1994 年 、
2002-2005年と2回のスライドセミナー、ＩＡＰ日本支部・学術
奨励賞選考委員など、大変有難うございました。今しばらく
理事指名委員としてIAP日本支部の発展のためご尽力を頂
けたら幸いです。 
∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 
中村栄男先生有難うございました 
 先生には理事として2003-2005年、2006年には会計監事、
加えてIAP 日本支部・病理診断学術奨励賞選考委員など
を務めていただき、大変有難うございました。今しばらく理
事指名委員としてよろしくお願いします。 
Wwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwww 
吉野 正先生、白石泰三新理事に 
 理事選挙の結果は前号のブレティンでご報告した通りで
すが、岡山大の吉野先生、三重大の白石先生が新理事に
なられました。任期は2007-2009年です。執行部として益々
の活躍に期待します。よろしくお願いします。 

⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔⇔ 

Upcoming Meetings ---------------------------- 

Surgical Pathology for the Practicing Pathologist - Selected 
Topics (Sanibel, Florida), Robert H. Young, MD, March 
16-19, 2007 
Current Concepts in Asbestos Related Lung Disease, 
David C. Christiani, MD, MPH, Richard L. Kradin, MD, 
Eugene J. Mark, MD, April 28-29, 2007 
USCAP 96ｔｈ Annual Meeting in San Diego 

March 24-30, 2007, www.uscap.org/  
なお、San Diego での Japan Night は 3 月 27 日（火）19：00
からと予定します。場所は未定で、homepage または現地で
の掲示板にお知らせをだそうと思います。ご都合がつけば
ご参加下さい。 

97th Annual Meeting は Atlanta から Denver に変わって
います。日程は March 1-7, 2008 です。  
Breast Pathology: Current Concepts and Controversies, 
Laura C. Collins, MD, Stuart J. Schnitt, MD, June 4-5, 
2007 
3rd Asia-Pacific Society for Molecular Immunohistology 
(APSMI)   On May 27  Raffles City Center 
5th Asia Pacific IAP Congress and Chapter of Pathologists 

Annual Scientific Meeting in Singapore 
Raffles City Center 
May 27-31, 2007, www.ams.edu.sg/iap2007.  

IAP XXVII International Congress 
October 12-17, 2008 Athens, Greece 
www.iap2008.com 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 
オーストラリアのRobin Cooke先生からの呼びかけです 
1st World Congress on Pathology Informatics 

Brisbane Convention Center 
August 16-17, 2007   www.wcpi07.org 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 
第 10 回日韓合同スライドカンファレンス 

2007 年 10 月 26－27 日（金・土）です。韓国側の San-Ho 
Cho 先生からＣｈｅｊｕ島でやりたいと連絡がありました。骨軟
部、腎臓、肺病理にも声をかけようと考えています。美しい
景観とお魚のおいしい所ですので、どうか予定しておいて
下さい。 
================================================ 
事務局より 

2007 年度第 1 号をお届けします。諸星利男前会長は教
育委員長を 5 年間も、そして会長を勤められ、IAP 日本支
部のために大変貢献されました。特に韓国の Moon-Ho 
Yang 先生との親密な交流をますます深められました。ここ
に深い感謝を述べたいと思います。 

事務局が移動しました。根本先生に常任幹事を引き継
いでもらうので、よろしくお願いします。 

新事務局は、 
〒173-8610 板橋区大谷口上町 30-1 日本大学医学部病
理学 根本則道/家守玉美 03-3972-8111（内）2256/Fax 
03-3972-8163 E-mail: nemo@med.nihon-u.ac.jp です。 

 

根本則道新常任幹事 
 

事務局の円滑な移行をということで、今回のブレティンは
松原/佐々木が作成しました。松原/佐々木は引き続き
Surgical Pathology Update（湘南セミナー）の事務局を勤め
ます。私から言うのもなんですが、佐々木さんは本当に 9 年
間、IAP日本支部の事務局としてよく勤めてくれました。この
場を借りてお礼を述べたいと思います。 

前常任幹事： 松原 修／前事務局：佐々木洋子 
〒359-8513 所沢市並木 3-2 防衛医科大学校病態病理学 

P:  04-2995-1507/ F:  04-2996-5193   
E-mail:matubara@ndmc.ac.jp 


